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修士論文要旨
【問題と目的】　行動分析学では，即時小報酬と遅延大報酬
の選択場面において，遅延大報酬を選択することをセルフ
コントロールと定義する（小野，2005）。先行研究により，
遅延した報酬の選択には，言語による随伴性の予測が重要
であることが主張されているが（大石, 2009），言語や言行
一致が生起するプロセスについて行動分析学的に理解する
ことが困難であった。近年，関係フレーム理論（以下，RFT）
により，それらプロセスについて行動的観点から説明が提
供されている（たとえば，Hayes et al., 2001）。RFTによ
ると，人間は「～をすると…となる」という時間の関係反
応により随伴性を予測する。さらに，予測した複数の随伴
性を比較する比較の関係反応により，遅延して現れるより
大きな結果を特定する。そして，セルフコントロールとは，
時間や比較の関係反応で構成した「より大きな報酬」の機
能が現在の文脈に取り入れられる（刺激機能の変換：以下，
ToF）ことにより“今この瞬間”の行動が制御されること
であると説明する（Rehfeldt et al., 2009）。しかしながら，
これらは理論的考察に留まっているのが現状である。そこ
で，本研究では，時間の関係反応と随伴性の特定力の関連
と，時間や比較の関係反応および刺激機能の変換とセルフ
コントロールの関連を検討する。
【方法】　実験参加者：小学生33名（男子18名，女子15名；
平均年齢8.64歳，SD=1.6）を対象とした。測定材料：①
関係課題（時間・比較）：A→B関係（たとえば，AはBの
前）を訓練し，B→A関係（たとえば，BはAの後）の関係
反応をテストするフェーズと，C→D, D→C，D→E, E→D, 
E→F, F→E関係を訓練し，C→E, E→C, D→F, F→D, 
C→F, F→Cの派生的関係反応（以下，DRR）をテストす
るフェーズ，およびC～Eの関係性に応じた刺激機能の変換
の成立（以下，ToF）をテストするフェーズで構成した。②
逆転課題　ルールの正誤を突然逆転させる課題を実施し，
逆転後に反応を切り替えられるかをテストした。③絵画配
列　Wechsler Intelligence Scale for Children-Third 
Edition（WISC-Ⅲ）の下位検査の１つである絵画配列を
実施した。④セルフコントロール質問紙　セルフコント
ロールを測定する３種類の質問紙を用いた。手続き：実験
は，２日間実施した。１日目に，時間関係課題，逆転課題，
絵画配列を実施し，２日目に，比較関係課題，質問紙を実
施した。
【結果と考察】　時間の派生的関係反応の成立と随伴性の特
定力の関連　時間関係課題におけるDRRの成立は，逆転課
題で測定された実際の行動随伴性の特定と関連が示されな
かったが，絵画配列で測定された社会的に定められた随伴
性の特定と関連が示された。これらの結果から，時間の
DRRにより，未来への見通しを立てていることが示唆され
た。　時間や比較の刺激機能の変換の成立とセルフコント
ロールの関連　時間や比較のToFの成立は，質問紙で測定
された遅延した価値への選好と関連性が示された。また，保
護者による児童のセルフコントロールの評定とも関連性が
示された（Figure）。さらに両者とも，低学年においてよ
り強い関連が示された。一方で，児童の自己評価によるセ
ルフコントロールの評定とは関連性が示されなかった。こ
れらの結果から，時間と比較のToFの成立が，遅延した価
値への選好み日常生活におけるセルフコントロールと関連
することが示唆された。
【総合考察】　本研究の結果から，時間のDRRにより未来へ
の見通しを立てて，時間や比較のToFにより未来の遅延し
た大きな報酬を選択している可能性が示唆された。この研
究結果から，関係反応の学習の観点からセルフコントロー
ルを支援する新たな支援方略を提案することが可能である
と考えられる。しかしながら，本研究で得られた知見を支
援へ応用させるためには，随伴性の特定力やセルフコント
ロールを測定する方法論を改良した更なる基礎的知見の蓄
積が求められる。
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Figure  Mean Scores on Parent Score for Lower Grade Students.
